
小学校低学年
しょうがっこうていがくねん

で、お酒
さけ

について知
し

っておいてほしいこと。

　

　
　

子どもの脳
の う

やからだは、どんどん

成長
せいちょう

しています。

お酒
さ け

は、からだの成長
せいちょう

に

わるいえいきょうをあたえます。

　　　　　　　　★　骨
ほね

の成長
せいちょう

がおくれる。

　　　　　　　　★　脳
の う

がちぢむ。

　　　　　　　　★　びょうきになりやすい。

お酒
さ け

を飲
の

むとどうなるの？

いきなりたくさんのお酒
さ け

を飲
の

むと、

いしきがなくなり、

いきがうまくできなくなり、

死
し

亡
ぼ う

することもあります。

　　　少
すこ

しであっても、ゼッタイ飲
の

んではいけません！

　子どもがお酒
さ け

を飲
の

む

　ことは、ほうりつで

　きびしくきんしされ

　ています。

お酒
さ け

の中
なか

には、アルコールが入
はい

っています。

アルコールが脳
の う

にはこばれると、脳
の う

のはた

らきをじゃまするのです。

ちゃんと
かんが

考えられない。

うまく

しゃべられない。

た

立てない。

ただ

正しいはんだんが

できない。

ある

歩けない。

どうしてお酒を飲むと酔うので

しょう？

少しだけなら子どももお酒を飲んでも

いいのかな？

さけ よの
さけ のすこ



～小学生の保護者の皆様へ～ 
備北地域は、広島県平均と比較して毎日飲酒している人が多い地域です。そのため、飲酒による様々な健康問題が課題となっています。（場合によっては、多量飲酒の影響で死に至る場合もあります。） 

厚生労働省の研究事業による全国調査では、「中学生の 2割、高校生の 3割に飲酒経験がある」「お酒を飲むきっかけとして、冠婚葬祭や家族と一緒の場が多い」 

「家族に勧められたことのある子どもの割合も多い」という、驚くような結果が出ています。 

このような結果を踏まえて小学校では６年生、中学校では３年生の授業で、お酒の害について勉強します。 

しかし、将来の適切な飲酒行動のためには、小さなころから継続して学習し続けることがとても大切なので、小学校低学年や中学年で学習できる 

パンフレットを作成しました。このパンフレットを見ながら、家族の皆さまでお酒について考えるきっかけにしていただきたいと思います。 

健康日本 21《第三次》では、次の目標を 

定めて飲酒対策をおこなっています。 
① 生活習慣病のリスクを高める量を 

飲酒している者を減らす 

② 20歳未満の者の飲酒をなくす 

 

 

広島県では県民の取組を次のとおり 

定めています。

20歳未満の者や妊婦の飲酒はやめましょう。 

適度な飲酒を心がけましょう。 

 

 

 

20歳未満の者にお酒を勧めてはいけません。ノンアルコール飲料は、お酒を身近に感じ、お酒に手を出し   

やすくなる場合もありますので、安易に飲まないよう注意が必要です。 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 
 

１日の平均純アルコール摂取量が 60ｇ以上（例えば、ビールロング缶３本以上）の飲酒を多量飲酒 

といい、次のような問題につながる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

大人が、正しい行動ができるように日頃から心がけることが重要です！ 

 

 

 

飲酒問題は、一人で抱え込まないでください。お住まいの市町など、相談できる機関があります。 

三次市役所健康推進課 三次市十日市中二丁目 8番 1号 0824-62-6257 

庄原市役所保健医療課 庄原市中本町一丁目 10番１号 0824-73-1255 

広島県北部保健所保健課 三次市十日市東四丁目 6番１号 0824-63-5181(代) 

庄原断酒会 三次市三良坂町田利 465番２号（事務局） 090-9736-5906（菅 陽子） 

 備 北 地 域 保 健 対 策 協 議 会 健 康 ひ ろ し ま ２１ 推 進 専 門 部 会 
事務局：広島県北部保健所  (三次市十日市東四丁目 6番 1号 電話 0824‐63‐5181） 

※ このリーフレットは、芸北地域保健対策協議会未成年者飲酒防止資料作成委員会(平成 26年 11月発行)が作成したものを、 

備北地域版に修正したものです。 平成 28年発行 （令和６年度一部改訂） 

 

身体的問題 
・様々な臓器の障害 

・脳の機能の障害 

・がん等 

※詳しくは、子ども用の資料

を御参照ください 

精神的問題 
・アルコール依存症 

・離脱症状 

・認知症関連症状 

・うつ病・幻覚症状の合併 

社会的問題 
・家庭内暴力・離婚などの家族

の問題 

・浪費・失業などの経済問題 

・仕事上のトラブル 

・飲酒運転などの事故 

・自殺、傷害などの事件 

 

 

参考引用文献： 
・「健康日本 21」厚生労働省、「健康ひろしま 21」広島県、「未成年者がお酒を飲んではいけない５つの理由」国税庁、・「お酒について知っておきたいこと」国税庁、・子どもの飲酒を
防ぐのはあなたです。2005 学習研究社・『フリーメディカル図鑑』、『若い命も奪うアルコール性肝障害の恐怖ＮＡＶＥＲまとめ』、・『ピンチはチャンスの保健指導・健康教育イラスト・

カットＣＤ－ＲＯＭ ＶＯＬ３心とからだの健康編』（東山書房）、・『アルコール依存症治療回復の手引』（小学館）、『保健指導のレシピ』（東山書房） 

20歳未満の者の飲酒経験
の機会では、冠婚葬祭や
家族と一緒の時が多い。 

出典 
・平成29年度「飲酒や喫煙等の実態調査と生活習
慣病予防のための減酒の効果的な介入方法の開
発に関する研究」 
・平成24年度「未成年の喫煙・飲酒状況に関する実
態調査研究」（厚生労働科学研究費補助金 循環
器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

中学 1年生の 6.1％ 
高校 3年生の 15.4％は、 
親に飲酒を勧められている。 

ノンアルコール飲料を飲ん
だ経験のある者は、飲んだ
ことのない者と比べて、20
歳未満で飲酒している割合
が約４．５倍多い。 

約 4.5倍 


